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質
問
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九
）

答

弁

第

九

号 

    

衆
議
院
議
員
高
田
弥
市
君
提
出
供
米
促
進
並
び
に
重
労
働
者
に
対
す
る
加
配
米
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
九
号 

昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 

林 
 

讓 

治 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
高
田
弥
市
君
提
出
供
米
促
進
並
び
に
重
労
働
者
に
対
す
る
加
配
米
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一 

現
行
の
六
〇
瓩
入
包
裝
量
目
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
左
記
の
通
り
困
難
な
事
情
が
あ
り
、
国
家
経
済
上
も
、
又
、
供
出

農
家
に
と
つ
て
も
利
益
で
は
な
い
。 

1 

現
行
の
包
裝
量
目
は
農
家
は
勿
論
そ
の
他
の
関
係
方
面
は
取
り
扱
い
な
れ
て
、
伝
統
あ
る
い
は
慣
習
化
し
て
お
り
、

こ
れ
を
に
わ
か
に
改
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

2 

六
〇
瓩
の
包
裝
量
目
を
四
五
瓩
に
改
む
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
ず
る
俵
数
の
増
加
は
、
農
家
に
と
つ
て
も
運
送
、
保 

管
、
荷
受
機
関
に
と
つ
て
も
労
力
及
び
経
費
の
増
大
を
来
た
す
。 

3 

包
裝
製
作
に
使
用
さ
れ
る
稻
わ
ら
は
そ
の
特
質
性
状
が
六
〇
瓩
入
俵
に
最
も
適
当
し
て
お
る
。
今
四
五
瓩
入
に
量
目

を
変
更
す
る
と
す
れ
ば
、
俵
製
作
に
際
し
て
稻
わ
ら
に
多
量
の
無
駄
を
生
じ
て
農
家
経
済
上
か
ら
み
て
も
不
利
益
と
な

る
。
更
に
製
俵
機
械
も
使
用
不
能
の
分
も
相
当
数
出
る
こ
と
と
な
り
、
農
家
は
新
規
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
四
五 



二 

労
務
加
配
主
要
食
糧
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
産
業
の
重
要
度
及
び
労
働
の
強
化
を
充
分
に
勘
案
し
て
配
給
規
準
量
を
決

定
し
、
こ
れ
に
基
い
て
配
給
を
行
つ
て
お
り
従
つ
て
重
労
働
者
に
対
す
る
基
準
量
に
は
当
然
そ
の
労
働
強
度
が
考
慮
さ
れ

て
い
る
。
又
、
労
務
加
配
の
米
食
率
に
つ
い
て
は
、
一
般
消
費
者
の
米
食
率
よ
り
も
現
在
有
利
に
定
め
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
現
在
の
米
の
需
給
事
情
に
か
ん
が
み
、
労
務
加
配
に
つ
い
て
米
を
更
に
増
配
す
る
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難

な
事
情
に
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

瓩
に
量
目
を
変
更
す
る
こ
と
は
い
ず
れ
の
点
か
ら
も
不
利
益
と
な
る
。 

四 

 




